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主催：（株）アートフロントギャラリー

※イベント内容、スケジュールは天候その他の理由により変更になる場合がございます。
※申し込みは各回、申し込み開始日からの先着順となります。
※付き添いの保護者の方は、会場外からの見学となります。
※美術館にご入館の場合は、別途入館料がかかります。

問い合わせ先：主催　株式会社アートフロントギャラリー　担当：戸谷（トタニ） 　電話：0436-98-1525
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ワークショップ

会場　　市原湖畔美術館　多目的ホール＆芝生広場
対象　　小学生、中学生、高校生
定員　　各回 20 名（定員に達し次第〆切）
申込み　市原湖畔美術館 HP よりお申し込みください
参加費　各回 1,000 円（材料費込み）
●汚れても良い格好で参加しましょう
●水分補給ができるように用意しましょう

美術館
HP



〒290-0554
千葉県市原市不入 75-1　
市原湖畔美術館　多目的ホール＆芝生広場
●電車の場合
ＪＲ内房線五井駅→小湊鉄道乗換→高滝駅 下車徒歩 20 分
●お車の場合
圏央道「市原鶴舞ＩＣ」より５分（美術館駐車場あり）
●バスの場合
東京駅（高速バス勝浦行き～市原鶴舞ＢＴ経由）
→市原鶴舞ＢＴ下車→タクシーで約５分
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かが   なぎ
加賀凪さん

●講師：俳優・加賀凪（かがなぎ）
日本大学芸術学部演劇学科演技コース卒業。イマジネイション所属、長野県
松本市を拠点に活動している theatre LAMPON（シアターランポン）所属。
舞台を中心に東京と松本の２拠点で活動中。
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とみうか

「オリジナルガチャを作ろう！」
10:00-12:30

ガチャポン職人 申し込みは 7/8～ 9/2
㊏
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杉本将己さん
すぎもと まさき 木
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美術館の芝生広場から見える景色は、どんな色？
まずは風景をよ～く観察して、おおきな紙に絵の具で色
をぬってみよう。紙に色をぬった後は、みんなで杉本先
生が用意してくれた素敵な版画を刷ってみるよ。どんな
風景が出てくるかな？お楽しみに！

10:00-12:30

画家 申し込みは 8/5～

●講師：画家・杉本将己（すぎもとまさき）
1997年千葉県生まれ。東京藝術大学大学院美術研究科絵画専攻版画領域修了。
やわらかなタッチの木版画やドローイング作品を制作している。

　　　　始まります。
ぼくもあたしもあちきもおいらも
ガチャポン好きな子寄っといで。
オリジナルのガチャガチャフィギュア、
作れる機会はそうありゃしないよ。
素材はなんと、シリコンねんど。
分かるかな？分からないよね。
来たら分かるぞお楽しみ！

●講師：ガチャポン職人・冨宇加けやき（とみうかけやき）
1996 年 4 月 2 日（火）午前 2 時、東京は阿佐ヶ谷生まれ。
多摩美術大学工芸学科陶専攻卒業。器などで用いられる陶土を使用しガチャ
ポンフィギュアを制作。全世界で活動する。
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ねもと     ゆうと
美術家

10:00-12:30

申し込みは 11/4～申し込みは 10/28～
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美術館の芝生広場の土に、
スコップを使って小さな穴を掘ってみます。

そこに石膏を流し込んで発掘されるのはどんな人？
発掘された人に絵の具で色を乗せてみよう！

●講師：美術家・根本祐杜 ( ねもとゆうと )
1992 年千葉県生まれ、在住。2023 年東京藝術大学博士後期課程卒業。粘土
を用いて壷や人などを制作。生活の中で出会った人物や事象に彫刻という現
実に存在するメディアを用いて、形として立ち上げる。

みなさまへ◆この活動では、団体広報や子どもゆめ基金への報告のために写真撮影を行います。撮影した写真や映像等は、広報用に ホー
ムページや ＳＮＳ、刊行物等に掲載することがあります。なお、子どもゆめ基金へ報告用に提出した個人情報（写真）は、「（独）国立
青少年教育振興機構が保有する個人情報の適切な管理に関する規程」に基づき、子どもゆめ基金助成業務以外の目的には使用されません。


